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害では13人中11人に負荷像で安静像以上の所見がみら

れた．脳内分布が短時間で決定し長時間保たれると言う

HMPAOの性格は負荷テストに有用と思われた．特に

短時間の負荷にはsubtraction法を応用できるため負荷

前後の像を一期的に得ることができた．

4．99mTc－HMPAO連続SPECTを用いた過呼吸負荷

　テストが有用であった血管炎が疑われた一例
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　99mTc－HMPAOとsubtraction法を用いて過呼吸負荷

前後のSPECT像を一期的に得，病態の把握に非常に役

立った症例を経験した．症例は26歳男性，症状は運動

後に起きる5分間ほどの左半身の脱力．脳波では過呼吸

時に右側にslow　wave　burstがみられた．　IVDSA，　CT，

MRIは共に正常であった．負荷に体動を伴うため，

まず過呼吸中に脳波の異常と症状を確認し1回目の

HMPAO静注を行った．12分間の撮像後脳波の正常化

と症状の消失を確認し2回目の静注を行った．2回目の

撮像終了後時間補正し2回目のSPECT像から1回目の

SPECT像をsubtractionし安静時像とした．その結果

過呼吸による血流低下は右半球に強く，特に頭頂部では

投与量当りのカウントが安静時の約50％近くにまで低

下した．後に行われた血管造影では過呼吸時に右前大脳

動脈の分枝にspasmが確認された．非侵襲的である事，

毛細管レベルの情報が得られる事でSPECTは血管造影

に優れ，むしろ血管造影を施行する積極的な理由を得ら

れた．
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5．H2150ボーラス静注法による局所脳血流測定

　一同一被検者内での安静時血流の再現性について

　　の検討一
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　H2150ボーラス静注法を用いた複数回スキャンにより

各種刺激時の局所脳血流の変化をとらえ脳活動機能画像

を作成することができると考えられる．われわれは今回，

健常例における複数回スキャン中に2回以上の安静時ス

キャン（閉眼，耳栓（＋））を施行し安静状態の再現性に

ついての検討をおこなった．その結果，（1）初回安静時

の脳血流量は，2回目以後安静時に比し全体に高値の傾

向がみられた．（2）2回の安静状態間での脳局所血流量

の絶対値の変動は全脳平均に対する相対的血流量の変動

よりも大きい傾向がみられた．（3）相対的血流量の変動

は両側視覚領，右聴覚領，両側第2前頭回で比較的大き

い傾向がみられた．安静脳血流には，光や音などの外部

環境および不安や意識状態等が影響を与えると考えられ

このような要因を十分に統制して検査を施行することが

必要と思われる．

6．H2150ボーラス静注法による局所脳血流測定

　一各種刺激に対する局所脳血流変化に関する検

　討一
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　健i常例10名に各種刺激を与えながらH2150による脳

血流測定を施行し，同一被検者の安静状態に対する変化

を検討した．その結果，光刺激（6　Hz　flash）では後頭葉

内側面のみ30～40％血流増加がみられた．音刺激（音

楽）では両側Heschel回近傍に10～20％（右側優位）の

増加がみられた．また，スクリーン上の点を見せた時と

風景を見せた時では後者がより強い視覚領の血流増加を

もたらした．数宇を声に出して順唱させた際，ローラン

ド領弁蓋部付近の増加が観察されたがBroca領の変化

はみられなかった．関心のある事をまとめさせる課題を

行なわせた時は局所増加は検出されなかった．総じて，
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